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平成２２年度 土木部 １１月補正予算の概要

落石発生箇所の緊急対策を実施します。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ゲリラ豪雨から生命・財産を守ります。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

緊急輸送道路の整備を進めます。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

国の予備費を活用した主な事業内容

◆普通建設事業 1２億6,３８０万円

◆国直轄事業負担金 １億４,３５９万円

◆県単公共事業 △９億１,７０２万円

◆維持補修費 3,０００万円

合 計 ５億２,０３７万円

補正予算の規模（公共事業等）

近年多発する集中豪雨や雪崩等の自然

災害に対し、県民生活の安全・安心の確

保を図るため、道路の防災対策のほか緊

急輸送道路の整備や河川改修を行います。

補正予算の概要
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普通建設事業、国直轄事業負担金については、
国の予備費を活用した事業を含む。



湯川大町線【湯川工区】

湯川大町線 湯川工区（会津若松市東山町）

落石防護網工

ほか

整 備 前

１

補正の目的

期待される効果

実施予定箇所

※この資料に関する問い合わせ先 ： 道路管理課 主幹 山内 （電話024-521-7468 県庁内線3564） 福島県土木部

整 備 後

今年度は局所的な集中豪雨が例年より多く、それ
らの影響で落石等が発生しています。
そのため、落石対策を実施し、大雨や地震時にお

いても道路利用者の安全・安心を確保する自然災
害に強い道路をつくります。

落石危険箇所の解消を図り、道路利用者の安全

を確保します。

通行止めによる道路の寸断を防止し、県民の安

全・安心を守ります。

実施のイメージ

不安定岩塊の状況

土木部 １１月補正予算

落石発生箇所の緊急対策を実施します

ゆ が わ

危険箇所に防護網を張り、
落石を防止します。
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補正の目的 実施予定箇所

※この資料に関する問い合わせ先 ： 河川整備課 主幹 堀田 （電話024-521-7644 県庁内線3585） 福島県土木部

ゲリラ豪雨等による浸水被害から県民の生命・

財産を守ります。

ゲリラ豪雨等により浸水被害発生のおそれが

ある河川において、河道掘削等を行うことに

より、被害の解消を図ります。

期待される効果

実施イメージ

土木部 １１月補正予算

ゲリラ豪雨から生命・財産を守ります

浸水状況 夏井川（いわき市）

掘削や築堤などによ
り、水の流れる部分
を大きくし、浸水被
害を防止します。

なつ い

夏井川（いわき市） ほか
なつ い

整備前

整備後



３

補正の目的

期待される効果

実施予定箇所

※この資料に関する問い合わせ先 ： 道路整備課 主幹 菅野 （電話024-521-7502 県庁内線3570） 福島県土木部

災害発生時における救助活動や物資の輸送等に
必要な緊急輸送道路について、通行の支障と
なっている箇所の解消を進めます。

実施のイメージ

土木部 １１月補正予算

緊急輸送道路の整備を進めます

原町川俣線 水境工区（川俣町）

道路改良工 ほか

みずさかい

原町川俣線（水境工区）
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（道路改良工）

【現況】
急カーブで車両が
センターラインを
越え、スムーズな
すれ違いが困難で
す。

災害発生時に人命の安全、被害の拡大防止、避

難者への物資の供給等が図られ、震災等の災害

時に対する安全・安心が向上します。

道路を改良し、通行
に支障となっている
箇所を解消します。


